
トヨタ自動車特集

プリウスの次期モデルからＴＮＧＡを適用

設計思想大改革
　
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
ク
ル
マ
作
り
が
今
、
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
「
ト

ヨ
タ
・
ニ
ュ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー

Ｔ
Ｎ
Ｇ
Ａ

」
と
呼
ぶ

こ
の
手
法
の
大
き
な
柱
が
、
部
品
の
共
用
化
だ
。
車
種
ご
と
に
個
別
に
開
発
す
る

傾
向
が
強
か
っ
た
部
品
を
、
異
な
る
車
種
間
で
共
用
で
き
る
よ
う
に
設
計
す
る
。

開
発
部
門
を
筆
頭
に
生
産
や
調
達
な
ど
も
関
わ
る
全
社
的
な
取
り
組
み
だ
。
ト
ヨ

タ
の
ク
ル
マ
作
り
改
革
に
迫
る
。

モ
ジ
ュ
ー
ル
設
計
を
採
用
部
品
の
半
分
を
共
通
化
部
品
に

シート骨格やパッドなどで標準品の開発が進む

Ｔ
Ｎ
Ｇ
Ａ
を
導
入
多
車
種
の
開
発
を
容
易
に

部品メーカー改革も推進サプライヤーの知恵

デ
ン
ソ
ー
は
、
ラ
ジ
エ
ー
タ

ー
の
設
計
標
準
化
に
先
ん
じ

て
取
り
組
ん
で
き
た

競
合
他
社
を
意
識

　
こ
う
し
た
改
革
を
急
ぐ
背

景
に
は
、
競
合
他
社
の
取
り

組
み
が
あ
る
。
モ
ジ
ュ
ー
ル

化
で
先
行
す
る
の
が
ド
イ
ツ

・
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン

Ｖ
Ｗ

。

年
に
横
置
き

エ
ン
ジ
ン
車
を
対
象
と
し
た

新
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
Ｍ

Ｌ
Ｂ
」
を
採
用
し
た
。

年

に
は
縦
置
き
エ
ン
ジ
ン
車
向

け
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
Ｍ
Ｑ
Ｂ
」
を
開
発
し
、
小

型
車
「
ゴ
ル
フ
」
の
次
期
モ

デ
ル
と
、
傘
下
の
ア
ウ
デ
ィ

の
同
「
Ａ
３
」
か
ら
適
用
す

る
。

　
い
ず
れ
も
モ
ジ
ュ
ー
ル
設

計
手
法
を
用
い
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
、
部
品
を
使
い

回
し
て
多
様
な
車
種
へ
の
展

開
を
容
易
に
す
る
。
最
大
で

７
年
、
ト
ヨ
タ
に
先
行
す
る

だ
け
に
部
品
の
共
用
化
は
す

で
に
相
当
進
ん
で
い
る
と
見

ら
れ
る
。
日
本
勢
が
追
い
つ

く
に
は
相
当
な
知
恵
を
絞
る

必
要
が
あ
る
。

　
日
産
自
動
車
も
「
コ
モ
ン

・
モ
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ァ
ミ
リ

ー

Ｃ
Ｍ
Ｆ

」
と
呼
ぶ
モ

ジ
ュ
ー
ル
設
計
手
法
を
開

発
、

年
に
発
売
す
る
中
型

車

Ｃ
セ
グ
メ
ン
ト
車

か

ら
適
用
す
る
。
車
体
を
エ
ン

ジ
ン
ル
ー
ム
周
辺
、
車
台
の

前
部
、
車
室
、
車
台
の
中
・

後
部
の
四
つ
の
部
位
に
分
割

す
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
で
２
、

３
種
類
の
標
準
化
し
た
モ
ジ

ュ
ー
ル
を
そ
ろ
え
る
。
こ
れ

ら
の
組
み
合
わ
せ
を
変
え
る

こ
と
で
多
様
な
車
種
の
開
発

を
容
易
に
す
る
手
法
だ
。

基
本
形
を
集
約

　
ト
ヨ
タ
が
こ
れ
ら
２
社
と

大
き
く
違
う
点
は
、
部
品
メ

ー
カ
ー
の
知
恵
を
最
大
限
取

り
込
も
う
と
し
て
い
る
こ

と
。
そ
し
て
部
品
メ
ー
カ
ー

の
生
産
改
革
に
ま
で
踏
み
込

も
う
と
し
て
い
る
点
だ
。

　
す
で
に
有
力
部
品
メ
ー
カ

ー
の
一
部
は
、
先
ん
じ
て
製

品
種
類
の
削
減
と
標
準
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
デ
ン
ソ

ー
は
、
以
前
は
車
種
ご
と
に

個
別
に
開
発
し
て
多
様
な
種

類
が
あ
っ
た
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

を
３
種
類
の
基
本
形
を
集
約

し
、
個
別
対
応
を
極
力
抑
え

る
方
式
に
変
更
し
た
。
ト
ヨ

タ
は
傘
下
に
有
力
な
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
を
多
く
抱
え
る
だ
け

に
、
こ
れ
ら
各
社
の
知
恵
を

取
り
込
む
こ
と
で
共
用
化
は

大
き
く
進
む
。

モ
ノ
づ
く
り
の
改
革

　
モ
ノ
づ
く
り
の
改
革
も
併

せ
て
進
め
る
。
「
部
品
メ
ー

カ
ー
の
モ
ノ
づ
く
り
も
大
き

く
変
わ
る
。
一
緒
に
な
っ
て

知
恵
を
出
し
合
い
、
改
革
を

進
め
る
」

増
井
ト
ヨ
タ
専

務
役
員

方
針
だ
。

　
一
方
で
発
注
方
式
は
、
現

行
の
複
数
社
発
注
を
基
本
と

す
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
と

し
て
い
る
。
し
か
し
部
品
メ

ー
カ
ー
か
ら
す
れ
ば
、
共
用

化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
提
案

力
や
、
世
界
各
地
で
部
品
を

供
給
で
き
る
生
産
力
が
な
い

企
業
は
ふ
る
い
落
と
さ
れ
て

し
ま
う
の
も
事
実
だ
。
世
界

を
相
手
に
闘
う
ト
ヨ
タ
に
、

ど
こ
ま
で
つ
い
て
い
け
る
の

か
、
部
品
メ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
も
正
念
場
に
な
る
。

開
発
効
率
を
向
上

　
Ｔ
Ｎ
Ｇ
Ａ
の
狙
い
は
、
自

動
車
の
市
場
が
新
興
国
な
ど

に
大
き
く
広
が
り
、
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
す
る
中
で
、
多
様

な
車
種
を
容
易
に
開
発
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ

る
。
開
発
効
率
を
高
め
て
他

社
製
品
と
差
別
化
し
、
豊
田

章
男
社
長
の
言
う
「
も
っ
と

い
い
ク
ル
マ
作
り
」
に
つ
な

げ
る
。

　
「
ト
ヨ
タ
は
今
、
部
品
メ

ー
カ
ー
各
社
に
、
Ｔ
Ｎ
Ｇ
Ａ

に
よ
る
部
品
共
用
化
の
提
案

を
す
る
よ
う
に
言
っ
て
い

る
」

関
係
者

。
４
０
０

０
―
５
０
０
０
点
あ
る
と
い

わ
れ
る
自
動
車
の
部
品
。
共

用
化
を
進
め
る
に
は
部
品
メ

ー
カ
ー
の
知
恵
と
協
力
が
不

可
欠
だ
。

　
も
ち
ろ
ん
ト
ヨ
タ
社
内
で

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
進

ん
で
い
る
。
エ
ン
ジ
ン
の
仕

様
を
は
じ
め
、
各
部
品
モ
ジ

ュ
ー
ル
や
電
子
部
品
、
シ
ー

ト
な
ど
、
検
討
の
対
象
は
あ

ら
ゆ
る
範
囲
に
及
ぶ
。

　
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
が

「
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
開
発
」
。

共
用
化
の
対
象
と
な
る
複
数

の
車
種
を
あ
ら
か
じ
め
定

め
、
そ
こ
で
共
通
し
て
用
い

る
部
品
群
を
ど
う
す
る
か
を

検
討
し
て
い
く
。

コ
ス
ト
削
減
効
果

　
顧
客
の
目
に
見
え
な
い
駆

動
系
や
骨
格
部
品
な
ど
、
い

ず
れ
は
４
０
０
０
―
５
０
０

０
点
の
部
品
の
半
数
程
度
を

共
用
化
す
る
考
え
だ
。
コ
ス

ト
削
減
効
果
は
「

％
や

％
ど
こ
ろ
で
は
な
い
高
い
効

果
を
想
定
し
て
い
る
」

内

山
田
竹
志
副
会
長

。
共
用

化
で
余
力
が
出
る
開
発
要
員

や
コ
ス
ト
は
、
デ
ザ
イ
ン
を

は
じ
め
と
し
た
他
社
と
差
別

化
す
る
部
分
の
開
発
に
振
り

向
け
る
。

　
ト
ヨ
タ
の
こ
う
し
た
共
用

化
の
取
り
組
み
は
、
今
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
２

０
０
０
年
か
ら
の
「
Ｃ
Ｃ
Ｃ

」
や

年
か
ら
の
「
Ｖ
Ｉ

バ
リ
ュ
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン

」
、
さ
ら
に
は

年
か

ら
現
在
も
継
続
中
の
「
Ｒ
Ｒ

Ｃ
Ｉ

良
品
廉
価
コ
ス
ト
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

」
と
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
原

価
低
減
活
動
で
も
部
品
共
用

化
の
発
想
は
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
た
。

集
約
の
ル
ー
ル

　
Ｔ
Ｎ
Ｇ
Ａ
と
過
去
の
活
動

で
も
っ
と
も
違
う
点
は
、
部

品
共
用
化
の
上
位
に
ク
ル
マ

作
り
の
ル
ー
ル
を
設
け
る
こ

と
。
ル
ー
ル
に
従
っ
て
個
別

部
品
の
集
約
を
進
め
る
。

「
例
え
ば
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ポ

ジ
シ
ョ
ン
は
四
つ
に
そ
ろ
え

る
と
い
っ
た
よ
う
な
、
い
わ

ば
憲
法
み
た
い
な
も
の
を
設

け
る
。
こ
う
し
た
枠
を
は
め

る
こ
と
で
従
来
よ
り
も
共
用

化
が
進
む
は
ず
だ
」
と
、
増

井
敬
二
専
務
役
員
調
達
本
部

副
本
部
長
は
説
明
す
る
。

　
ト
ヨ
タ
は
Ｔ
Ｎ
Ｇ
Ａ
を
、

ま
ず
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

「
プ
リ
ウ
ス
」
の

新
モ
デ
ル
の
開
発
か
ら
適
用

す
る
。
さ
ら
に
採
用
す
る
車

種
を
広
げ
、
プ
リ
ウ
ス
を
含

む
中
型
、
小
型
、
中
・
大
型

の
三
つ
の
前
輪
駆
動

Ｆ

Ｆ

車
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム

車
台

に
拡
大
し
て
い

く
方
針
だ
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
的
な
車

種
は
プ
リ
ウ
ス
と
「
カ
ロ
ー

ラ
」
、
「
ヴ
ィ
ッ
ツ
」
、

「
カ
ム
リ
」
。
す
べ
て
の
車

種
に
展
開
し
た
場
合
は
、
ト

ヨ
タ
の
生
産
台
数
の
約
５
割

を
Ｔ
Ｎ
Ｇ
Ａ
で
カ
バ
ー
す
る

こ
と
に
な
る
。
年
間
４
０
０

万
台
規
模
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
部
品
を
共
用
化
で
き

れ
ば
、
量
産
効
果
は
大
き

い
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ９月２６日 水曜日 　　


